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Pl−207　 イン フ ル ェ ン ザ ウ イル ス 感染 は ヒ ト絨毛癌細胞株 を直接傷害す る

日本 大病態 病理 学系微生 物学 分 野

相澤志保子，真島洋子，早川　智

旧 的】妊 娠 中 に母 体 が イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス に感染 した場合．出生 した 児が 思春期以 降に 統合失調症 を発症す る リ ス ク が

高まる こ とが報告されて い るが，詳細な機序 は不明で あ る．我 々 は イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ル ス が胎盤を直接傷害す る可能性を検

討する た め，絨毛癌細胞株を用 い て 感染実験を行 っ た，【方法】ヒ ト絨毛 癌細胞株 BeWo を Ham
’
s 　F−12　medium に 10％fetal

bovine　serum 〔FBS）と 100　Uml−1　penicimn ，100　LTml−・1　streptomycin を加えた培地で，培養 した．50　UM 　forskolinを添加

し BeWo の 分化誘導 を行 っ た．　 BeWo に A ／Udorn ／72 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス （H3N2＞あ る い は，不 活化 した イ ン フ ル エ ン

ザ ウ イル ス を MOI ＝5 また は 1  で 感染させ，感染 8時間，24 時間後 に抗イン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 蛍光抗体で免疫染色 し，感

染細胞を検出 した．また，HA 法 を用 い て培養上 清中の イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 量を測定 した．細胞 の ア ポ トーシ ス を DNA

ladderの 検出に よ り検討 した。【成績】感染 8 時間後か ら細胞質内に ウ イ ル ス タ ン パ ク が検出 され た，また，核 の 断片化と DNA
ladder形成 よ りア ポ トーシ ス の 出現を認 め た．培養上清中 に HA 活性 を認 め たが

，
　 forskolinを用 い て 分化誘導 した BeWo

で は HA 活性が み られ なか っ た．【結論】絨毛 癌細胞は イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス に感受性が ある．妊娠中に イ ン フ ル エ ンザ ウ イ

ル ス に感染する と，胎 盤 が直接傷害 され，低酸素状態や 代謝障害に よ っ て 胎児 の 神経学的発育 に影響 を及ぼ す可能性 が示唆 さ

れ た ．

P1−208　ク ロ ミ フ ェ ン 周 期 IVF −ET の BMI 別成績
〜

や せ 傾向の 女性 は妊娠 し に くい 〜
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【目的】ART と BMI との 関連 は一定の 見解が得られ て お らず，肥満症例 で 妊娠率が 低 い とす る報告が 散見 され る程度で あ る．

今回，ク ロ ミ フ ェ ン周re　IVF −ET の 成 績 を BMI 別 に検 討 した．【方 法】2007年 1 月〜2008年 6月 に 当院で ク ロ ミフ ェ ン IVF
−ET を 行っ た症 例 を対象と した，症例 は 30歳〜38歳，月経周期整，初回治療 に 限っ た．月経 3 日 目 よ りク ロ ミ フ ェ ン 50mg／
日を採卵前々 日まで 内服 し，GnRHa に よる LH サージ誘発 後 33− 35時 間で 14mm 以 上 の 卵胞を穿刺 し採卵，2 日後 に胚移植

を行っ た．12日後 に血中 βhCG を測定し，5mlU／mL 以 上 を着床と定義し，さらに 1週間後の 胎嚢確認を妊娠 と定義 した．BMI

（kg／m2 ）が 20未満 （やせ 傾 向）の A 群，20 以 上 24 未満 （正 常）の B 群，24以 上 （肥満 傾 向 ）の C 群 の 3群 に分 け て 検討

した．【成績】対象症 例 は 4233例 で，A 群 ：2012例，　 B 群 11928 例，　 C 群 ；293例 で あっ た，平均年齢 は A 群 ：35．2 圭 2．4歳

B 群 ：35、6± 2．2 歳，C 群 ：36．2± 1．9 歳で そ れ ぞ れ に 有意 差 （p＜．0001）を認 め た ．平均採卵個数 は A 群 ： 1．9 士 1．1個，　 B 群 ：

1．8± 0，9個，C群 ：1．6±  ．8個 で それぞれ に有意差 （p 〈．05）を認め た．採卵率，受精率，分割胚発生率，子宮内膜厚に有意差

は認め なか っ た．着床率は A 群 ：33。3％，B 群 ：39．3％ ，　 C 群 ：40，8％ で A 群 と B 群 との 間 に有意差 （p ＝．028＞を認 め た．

妊娠率 は A 群 ：24，4％ ，B 群 ： 32．0％，　 C 群 ：31．6％ で A 群 とB 群 との 問に 有意差 （p ＝．004） を認め た．【結論】クロ ミフ ェ

ン周期 IVF−ET で はや せ傾向群で 年齢が若く1 採卵個数が多 か っ たが，着床率，妊娠率が 低か っ た．や せ 傾向の 女性で は，
ク ロ ミ フ ェ ン 投 与 に よ る複数の 卵胞発育 が卵 の 質 に 与える 影響や，子宮内膜の 胚受容 能へ の 影響を受 け や すい 可 能性が 考え

られ る．

P1・209　卵巣刺激を伴わ ない 自然周期採卵胚移植後 にお け る黄体ホ ル モ ン ・卵胞 ホ ル モ ン （P4／E2）値 の 推移
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【目的】ART を施行す る に あた り，以前は GnRH 　agonist を用 い た Longや Shortプ ロ トコ
ー

ル，もしくは HMG ・FSH 製剤

に GnRH 　antagonist を用 い る とい っ た 中
・
高 レベ ル の 卵巣刺 激 ・採卵が多く選択 され て い た．近年 ART 施行対象者 の 高 齢

化 に よ る卵巣予備 能力 の 低下 や 過剰刺激 に よ る OHSS 防止 目的 な どか ら自然周期や 低刺激 に よる症例が 増えつ つ あ る．移植

後の 黄体管理 につ い て は現在
一・定 の コ ンセ ンサ ス が な く，以 前 の 中 ・高刺激 と同様 に 行わ れ て い る こ とが 多い ．そ こ で卵巣刺

激 を伴 わ な い 自然周期採卵胚移植後 に お け る P4fE2 値 の 推移に 注目し，当院で の 症例を後方視的に検討 した、1方法】2007

年 1月か ら 2008年 8 月ま で に 自然周期 にて 採卵
・
胚移植 を施行で き た 111症 例 （28−49歳 ・平均 40．2 歳）を対象 と した．ET

施行後黄体補充 と して ノ ル ゲ ス トレ ル ・エ チ ニ ル エ ス トラ ジ オ
ー

ル を服用させ た．ET 後 5−7 日目 に血 中 E2 ・P4・hCG を測

定 し．P4低下症例 に は補充を適宜施行 した．　 ET 後 14日 目に 妊娠判定を行 っ た．【成績】妊娠反応陽性症例 は 22例 （28−47
歳）．うち 臨 床妊娠 は 13例 で あ っ た （28−42 歳）．ET5 −7 ロ 目に お い て ，妊娠反 応陽性群 は 陰性群 に比べ P4／E2 値が高い 傾向

が見 られ，また，ET 時の P4値 と 5−7 日目 の P4値を比較 した際，陽性症例 は 同等もし くは減少率 が小 さい こ とが わか っ た．

【結論】妊娠継続例で は P4 値 が 持 続 す る の に対 し，陰性 例 で は ほ ぼ全て の 症 例 で P4 値が低 下 する の が見 られ た．機能性不妊

の 原 因 の 中に黄体機能不全が 少なからず存在す る こ とが 推測 され，ART に至 る まで の 過程に おい て再検討 の 重要性が示唆さ

れ た．ま た着 床 に 関 し，従 来 言わ れ て い る 黄体維持機構 に くわ えな ん らか の 機序 が働 い て い る こ とが 考えれ た．
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